
第８３回古河公方公園づくり円卓会議実施報告書

4 年 8 月 25 日

11 名 （欠席 7 名） 代理参加 1 名

7 名 オブザーバー 0 名

　協議進行　PM野中委員

：古谷委員より説明

・ハナモモの樹勢回復試験の提案。

定例会議　

実施日時 令和 （木） 13:30-15:00

（１）菖蒲田改修計画について：都市計画課島崎室長より報告

出席者 19 名 （内訳）
委員

主管課・事務局

パークマスター（以下PM）野中委員　あいさつ

１．開会　司会進行　地域振興公社　伊藤係長　

地域振興公社　伊藤係長　開会あいさつ

２．報告：司会進行　地域振興公社　伊藤係長

４．その他：司会　地域振興公社　伊藤係長

（２）クビアカツヤカミキリについて：地域振興公社佐竹主幹より報告

・園内におけるクビアカツヤカミキリの被害状況の報告。

（３）令和５年度修繕要望について：地域振興公社河井副参事より報告

・委員から提出された修繕要望を取りまとめ、都市計画課に提出する。

３．討議：司会　地域振興公社　伊藤係長　

・会議内容の明確化、スケジュールの明確化、古河公方公園運営内規の変更について説

明。

【結論】出席委員の同意を得られたので、次回議事として提出し、採決する。

【意見】円卓なので丸く机を並べたい。

【意見】くじ引きで席順を決めてもよいかも。

【質問】白石委員より、出席できない委員への対応についてどうするのか

【回答】地域振興公社河井副参事より、資料送付、HP公開、事務局への問い合わせで

対応する。

・新規事業企画として実施。

・早ければ来年度から掘削し、カキツバタ園を開園したい。

・カキツバタは2000～2500本植栽予定

　　　カキツバタ管理について：地域振興公社佐竹主幹より報告

・今年度11月から菖蒲田の一部でカキツバタを試験栽培し、育成状況を確認する。

協議進行　PM野中委員

：地域振興公社佐竹主幹より説明

（１）古河公方公園づくり円卓会議運営方法の見直しについて

（１）古河公方公園におけるハナモモの樹勢回復【R4･試験施工計画(案)】について

・公園内での循環的な栽培法の提案。

【意見】提案については、植栽管理であるため、古谷委員と公社で内容確認をし、ま
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５．閉会 司会進行　地域振興公社　伊藤係長

その他まとめ　PM野中委員

本日の総括　PM野中委員

・次回日程確認

・閉会

・外国の人にも公園の良さをもっと知ってもらいたい。

【意見】パンフレットへの掲載の検討

【意見】多言語の紹介が必要

（７）公園内の多言語表記について：川田委員より意見

【回答】野中委員が出演している古河ケーブルテレビの番組「地名碑の記憶」の原稿を

活用し、ＨＰへ掲載してＱＲコードで読み取りできるようにするなど検討中。

（６）公園内の建築物の紹介案内掲示物について：岡田委員より意見

・公園内の有名な建築物に紹介の掲示物を付けたい。

【意見】HP上なら可能である。

【意見】なぜここにこの建築物を作ることになったのか、という経緯を載せたほうがよ

い。

【質問】以前提案した企画の進捗状況について聞きたい。

・白石さんが執筆した、取材記事の発表。

【意見】ほかの花桃の栽培地のデータなども参考にしてはどうか。

・公園が困っている状況等をSNSを使用して外に発信したほうが良い。

・カヤックを使用して刈り取り作業を行った。

（２）浄円坊池の睡蓮刈り取りボランティア報告：金子委員より説明

（５）地名碑を活用した周遊企画について：岡田委員より質問

・睡蓮を刈り取ったのち、トンボが飛来するようになった。

【意見】水位を下げて実施するのも有効なのではないか。

（３）クビアカツヤカミキリの被害について：白石委員より説明

【質問】公園ではフェイスブックなどのSNSを利用して情報発信をしないのか。

（４）公園のSNS発信について：白石委員より質問

【回答】公社内でSNS導入を検討中。

た、できることから着手し試験結果を踏まえて円卓会議へ提案する。

【意見】都市計画課より、調査の結果、何か工事が必要になったときは、古谷委員から

の提案を円卓会議で話し合い、円卓会議からの提案という形で市に提案がのぞましい。
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